
都道府県名 鳥取県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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①現状値：平成28年
産各販売データによ
る。
【イチゴ】（㈱北栄
ドリームデータ）
【小玉スイカ】（JA
販売データ）
　
②目標値：施設化に
よる面積拡大により
販売額増を見込む。
（平成28年産数値で
試算する。）
【イチゴ】（㈱北栄
ドリームデータ）
【小玉スイカ】（JA
販売データ）

③実績値：令和２年
度販売実績等から算
出。

④達成率：(③－
①)/(②－①)×100

145.2%

イチゴは順調に規模拡大
し、Ｒ２年度に目標とし
ていた面積に達した。ま
た栽培技術も向上したこ
とから、生産量が目標以
上に増加した。その結
果、販売額は目標を上
回って達成することが出
来た。
　小玉スイカは、品質、
単価が良かったため、販
売額は目標額以上となっ
たものの、面積、生産量
は目標未達となった。
　今後は、軽量で儲かる
品目として地域内で小玉
スイカのＰＲを行い、栽
培面積の拡大に取り組ん
でいきたい。

　結果として、イチゴ、
小玉スイカの合計販売額
の達成率は、145.2％
（価格補正後）と、最終
目標以上を達成すること
が出来た。
　今後も地域の関係者で
一丸となって、産地とし
ての生産力、ブランド力
を高めるよう努めてい
く。

・鳥取型低コストハウスの導
入により、イチゴの栽培面積
が0.83haとなり、生産量、単
価とも目標を上回る成果を得
られた。
・小玉スイカでは、生産者の
減少もあり面積は目標に達し
なかったものの、低コストハ
ウスの導入により品質向上が
図られ、単価が向上した。
・その結果、両品目とも目標
販売額を達成し、成果目標の
達成率は145.2％となり、目標
を達成した。
・今後も地域協議会と協力
し、産地の維持発展に努めて
いく。
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①現状値：H27年
度JA鳥取いなばア
スパラガス生産販
売資料による。
②目標値：施設化
及び増反により収
量増を見込む。ま
た、単価はH27で
算出する。
③実績値：R2年度
JA鳥取いなばアス
パラガス生産販売
資料から算出。
④達成率：（③-
①）/（②-①）×
100

62.6%

令和2年産は、重要病害
虫である茎枯病・アザミ
ウマの発生を抑制しつ
つ、立茎・灌水・施肥を
中心とした適切な栽培管
理による品質の向上と収
量の増加を目指した。併
せて、病害虫の発生が原
因で株の養成中だったほ
場では、早期の樹勢回復
に向け引き続き株の養成
に努めた。
しかし全体として、春の
低温・梅雨の長雨・夏の
猛暑といった天候不順に
より樹勢の維持が困難
だったことに加え、8月
下旬には病気が発生した
結果、前年に比べ5％程
度収量が低下した。次年
度以降も引き続き防除の
徹底を始めとした適切な
栽培管理・高温対策を
行っていく。更に、現地
指導会等を活用し、生産
者に簡易雨よけハウスの
効果も確認してもらいな
がら推進を行い、品質の
向上・収量の増加に繋げ
たい。また、新たに栽培
に取り組む生産者もいる
一方で高齢・病気を理由
に栽培を辞める生産者も
あり、栽培面積が横ばい
となっている。広報誌等
を積極的に活用し、引き
続き栽培面積の拡大も
図っていく。

・生産資材及び鳥取型低コス
トハウスの導入により販売額
10％以上の増加に取り組んだ
ものの、天候不順による病害
虫の発生や面積減少などが
あったため、目標である販売
額は達成率62.6％となった。
・今後の改善策として、現地
では栽培指導を継続し、雨よ
け栽培推進を含めた面積拡大
に向けた支援を行う。
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施設産地の形成推
進
　鳥取型低コスト
ハウスの導入によ
る栽培環境の改善
により、計画的に
産地・ブランド化
の拡大へ取り組
む。
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アスパラガス産地
の形成の推進
①鳥取型低コスト
ハウスの導入及び
生産資材導入によ
る収量向上・長期
安定生産への取組
②高品質・安定供
給による販売力強
化への取組
を推進することに
より、販売額10％
以上の増加を実現
する。

販売額の10％
以上の増加
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産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

年度 生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト
事業実施
前年度

目標年度
出荷量


